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と鋭くみんなを睨め廻した」（傍点は原文。）「そ
の間から抑へ切れない恐怖と憎悪と忿怒とが入り乱れては溢れて来るのだ」
「今まで硬く刻まれていた鋭い笑顔は、忽ち火を吐くやうな忿怒と憎悪との形
に変って恰も繋がれている猿が石を投げつけられた看客に現すやうな、怖しい
形相に変って行った。」
　実話を材源とし、『峡谷の夜』の一年前に創作された『児を殺す話』には、
生計に苦しくて嬰児を川に沈めて殺してしまうというような精神的に追い詰め
られた弱い女性が描かれているが、『峡谷の夜』のお仙は、「逃げようとはしな
い」「みんなを睨め廻した」「抑へ切れない恐怖と憎悪と忿怒とが入り乱れては
溢れて来るのだ」「（笑顔が）忽ち火を吐くやうな忿怒と憎悪との形に変って」
といった、反逆心を燃え立たせる女性像が描かれている。その変化は、のち、
江口渙が次第にプロレタリア作家に変っていくことが暗示されているようで
あった。
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　『江口渙自選作品集』は第１巻から第３巻まである。第１巻には、『赤い矢
帆』に収録されている６篇の作品の内、「馬車屋と軍人」「顔」「蛇と雉」と
「赤い矢帆」28）の四篇が収録されているが、しかし、『峡谷の夜』と『雁』の二
篇は、第１巻から第３巻には収録されていなかった。そこで、『峡谷の夜』と
『雁』との共通点を考察する。
　『雁』（大正４年〈1915〉３月30日作、『赤い矢帆』新潮社、新進作家叢書、第17編
1919年６月所収）は、「私」という小学生の男の子の、父親の妾のお瀧との心の
通い合いが描かれている作品である。お瀧は20代後半の女性と設定され、し
ばしば「私」のことを自分の子どもであると錯覚を引き起こす悲惨な女性であ
る。
　「坊っちゃまこれから私の子になって下さらない。後生ですから」「坊っちゃ
ま。遊したのです。あれっきり少しも来て下さらないんですね。私毎日おまち
しているのに、あんまりですね」「だれが何と云ったって坊っちゃまだけはわ
たしのものよ」「私が悪い事をしたんですから、坊っちゃまのお父様がお怒り
になったの。ほんとうに皆私が悪いんですよ…でもね、私だって可哀さうなの
…」29）のように、父親の妾であるお瀧が小学生の男の子にお願いするというよ
うな女性の倒錯した心理描写が書かれている。
　江口渙が『雁』の作品を『江口渙自選作品集』に収録していなかったのは、
妾が本妻の子どもを自分の子どもであるように錯覚を起している精神異常な女
性の描写が、「若々しいヒューマニズムが情熱的に押し出されていて」に対す
る「へんにちぐはぐになっている」と感じていたのではないだろうか。だが、
『峡谷の夜』と同じように、妾、寡婦、子どもとの死別という女性像に対する
描写は、読者に社会の弱者への同情心の喚起、社会への反抗にも繋がるもので
あろう。それは江口渙の作品が魯迅に評価された一面でもあると筆者が考えて
いる。
おわりに
　江口渙は魯迅生誕80年に、『アカハタ』機関紙に、「『人間魯迅の革命精神』
──生誕80年によせて」として、次のように記述している。
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　「私たち訪中作家団（共産党訪中作家代表団団長として──筆者）がこの７
月（1961年──筆者）上海に行ったとき、魯迅の墓に花輪をささげたことは
すでに書いた。…（中略）…わが小林多喜二が東京の築地警察で殺されたのが
1933年２月20日である。それから２、３週間たったあとだった。武蔵野町吉祥
寺の私の家に小林の死に対する魯迅の弔文が届けられた。」30）
　そして、『プロレタリア文学』（第２巻　４・５月合併号第４号）にも同じ弔辞が
掲載され、さらに、「その他中国左翼聯盟、および丁玲、茅盾の諸同志からも
抗議文がきているが、翻訳が間に合わないので、本文は割愛した。（編集
局）」31）という説明が付け加えられていた。尚、『魯迅年譜』にも、「今月（1933
年２月──筆者）日本革命作家、共産党員小林多喜二を弔問した。」32）という記
述がある。
　このように、魯迅が『現代日本小説集』の一作として、江口渙『峡谷の夜』
を翻訳して約10年が経ち、日本のプロレタリア文学の作家となった同氏に小
林多喜二への弔文を送ったのであろう。
　本稿は、魯迅が『祝福』の創作に、江口渙作・魯迅訳『峡谷の夜』の女性像
と子どもの描写を投影したことを考察した。それは、1918年11月、江口渙『峡
谷の夜』が発表され、1919年６月、江口渙初作品集『赤い矢帆』に収録され、
1923年６月、江口渙作・魯迅訳『峡谷の夜』が『現代日本小説集』に出版・
収録され、その翌年の1924年３月、魯迅『祝福』が発表されたこと、両作品
の女性像と子どもの描写を比較しながら、魯迅が『祝福』を創作時、江口渙
作・魯迅訳『峡谷の夜』から影響を受けたという結論に至ったのである。
　筆者は魯迅が江口渙『峡谷の夜』を選んで、『現代日本小説集』の一篇とし
て翻訳・出版したのは次のような意義があると考えている。
　第一に、江口渙は、『峡谷の夜』（1918年11月）を書いた時期の作品を「ヒュー
マニズム」と感じたり、作品の未熟さを自認していた。だが、筆者はその部分
こそ、魯迅が共感を寄せ、賞賛した内容であったと考えている。
　第二に、魯迅の『祝福』の女性像、子どもの描写は、中国の女性が礼教の犠
牲者となることや、魯迅自身が幼い四弟と妹を亡くしたことから、社会的な弱
者である女性や子どもに対する同情心の喚起は、江口渙『峡谷の夜』で表現さ
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れる大正人道主義と重ね合わせたものである。
　第三に、『現代日本小説集』の「総序」には、編集者である止庵が次のよう
に記述している。
　「これは『現代小説訳叢』と平行して翻訳された著作であり、専門的に日本
の現代文学を紹介し、作者及び作品の選定は周氏兄弟がその時期日本文学史の
特徴を把握していることが体現されている。」33）
　つまり、魯迅は、その時代の日本文学史の特徴を把握して、白樺派の作者の
作品を多く選んでいるが、まもなくの文学転換期の到来を予測し、白樺派の人
道主義的な考え方をもち、かつて日本社会主義同盟のメンバーであり、プロレ
タリアの文学作品を創作し始めた江口渙の作品を一篇選んで翻訳し、中国の読
者に紹介した。
注
１）周作人編選『現代日本小説集』上海商務印書館、1923年６月。本稿に用いた著書
は、［止庵主編　周氏兄弟合訳文集『現代日本小説集』新星出版社、2006年１月］の
ものである。
２） 江口渙『峡谷の夜』（『赤い矢帆』新潮社、新進作家叢書、第17編1919年６月所収）。
筆者は、魯迅が翻訳に使用した江口渙作『峡谷の夜』の底本は本書であるとみている。
 尚、「峡谷の夜」「雁」は、江口渙『赤い矢帆』に収録されている作品である。本稿で
は『峡谷の夜』『雁』で表記。
３） 藤井省三『魯迅「故郷」の風景』平凡社、1986.（９頁）
４） 齋藤洋太郎「江口渙と魯迅」（『民主文学』1990‒01所収）日本民主主義学会、1990.
（142頁）
５） 魯迅『祝福』は、最初、上海『東方雑誌』半月刊代21巻第６号（1924年３月25日）
に発表され、後『彷徨』に収録された作品である。本稿に用いた『祝福』は、［「吶
喊・彷徨」『魯迅全集』２、学習研究社、1984年第２刷］の著書である。 
６） 王友貴は、「この翻訳小説集（『現代日本小説集』を指す──筆者）は、魯迅・周作
人兄弟が不和になる迄に出版された最後の翻訳作品であり、魯迅が日本現代小説を翻
訳した主な業績となる。この翻訳小説集は魯迅の翻訳作品の中では、特別に位置づけ
られていて、それは『日本現代小説集』において魯迅訳の小説中に淡い、閑適、「低
回婉轉」が含まれているからである。その中の文学的な趣味、文学的な主張、文学的
な追求は、魯迅が酔心して翻訳された欧州「弱小国」やロシアの作品とも大いに異な
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り、また魯迅自身の創作作品とも大いに異なっている。その中のある作品、例えば芥
川龍之介、森鷗外、夏目漱石等の作品及び周作人自身の翻訳作品や周作人がその前に
発表された若干の日本近現代の文学の紹介作品は、中国へこれらの作家と作品の紹介
ばかりでなく、より重要なことは、これらの作品が建国前における中国新文学の風格
と文学への追求が表現され、つまりその時での非常に個人的な文学の趣味であり、ま
た実はこのような個人的なものは、ある近代的な風格を見ることができる」と述べ
た。王友貴『翻譯家魯迅』南開大學出版社、2005.（66、67頁）
７） 瀬沼茂樹『大正文学史』講談社、1985.（305頁）
８） 注７）に同じ、（322頁）
９） 江口渙『続わが文学半生記』第１版、春陽堂書店、1958.（６、７頁）
10） 江口渙『児を殺す話』（『帝国文學』第23巻第11月号、1917年11月１日所収）（87‒
218頁）
11） 江口渙「私の歩んだ途」（『多喜二・百合子研究』第２集所収）河出書房、1955.（61
頁）
12） 江口渙『わが文学半生記』日本図書センター、1989.（176‒178頁）
13） 注11）に同じ、（61頁）
14） 筆者が使ったのは、［周遐寿「彷徨衍義」（三　祥林嫂）『魯迅小説裏的人物』上海
出版公司、1954.（153、154頁）］の著書である。
15） 「女にかんして」（『南腔北調集』『魯迅全集』６所収）、学習研究社、1985.（37、38
頁）
16） 「燈火漫筆」『墳』（『墳・熱風』『魯迅全集』１所収）、学習研究社、1984.（284頁）
17） 「阿長と『山海経』」（「野草・朝花夕拾・故事新編」『魯迅全集』３所収）学習研究
社、1986.
18） 「酒楼にて」『吶喊』（『吶喊・彷徨』『魯迅全集』２所収）学習研究社、1984.（222
頁）
19） 注14）に同じ、「八　酒楼」（163頁）
20） 注14）に同じ、「十　小兄弟」（167頁）
21） 武者小路實篤「「白樺」の運動」（『武者小路實篤全集』第15巻所収）、小学館、
1990.（617、618頁）
22） 青柳優「白樺派文學論」（編纂者　佐藤春夫、宇野浩二『大正文学作家論』所収）
小学館、1943.（63頁）
23） 『小さき者へ』（『有島武郎著作集』第７輯所収）叢文閣、1918.（30頁、32頁）
24） 「熱風」六十三『小さき者へ』（『魯迅全集』第１巻（『墳・熱風』所収）学習研究
社、1984.（445頁）
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25） 注12）に同じ、（42頁）
26） 宇野浩二『文学の三十年』、日本図書センター、1995.（109頁）
27） 注２）に同じ、（72頁）
28） その四篇の作品は次の通りである。①「馬車屋と軍人」は、『星座』1917年２月号
に「貴様は国賊だ」の題名で発表、のち「馬車屋と軍人」と改題、加筆し『新日本』
（1918年９月号）に発表、その後日本左翼文芸家総連合編『戦争に対する戦争』（1928
年刊、南宋書院）に選ばれた。／②「顔」は、『新潮』1918年８月号に掲載。／③
「蛇と雉」は、『中央文学』1919年１月号に発表。／④「赤い矢帆」について、江口
渙は次のように述べている。「この小説（注、「かかり船」）はあとで大正８年（1919）
４月にすっかり改作し、「赤い矢帆」という題にし『中外』の５月号にのせるはず
だった。だがあいにく雑誌がつぶれたために、私の最初の短編集の中に入れた。そし
て、この小説からとって本の題そのものをも『赤い矢帆』としたのである。」（『江口
渙自選作品集』第１巻、新日本出版社、1972. 482、483頁）
 尚、上記の作品に関する説明は、［「作品」『江口渙自選作品集』第１巻所収、477‒484
頁］を参考したものである。
29） 江口渙『雁』（『赤い矢帆』新潮社、新進作家叢書、第17編、1919年６月所収）
30） 『アカハタ』機関紙1961年９月27日、６面。魯迅が江口渙宛ての小林多喜二の為の
弔辞は次の通りである。「同志小林ノ死ヲ聞イテ　日本ト支那トノ大衆ハモトヨリ兄
弟デアル。資産階級ハ大衆ヲダマシテ其ノ血デ界ヲエガイタ。又、エガキツツアル。
併シ無産階級ト其ノ先駆者達ハ血デソレヲ洗ッテイル。同志小林ノ死ハ其ノ実証ノ一
ツダ。我々ハ知ッテイル。我々ハ忘レナイ。我々ハ堅ク同志小林ノ血路ニ沿ッテ、前
進シ握手スルノダ　魯迅」
31） 『プロレタリア文学』（第２巻　４・５月合併号　第４号）日本プロレタリア作家同
盟編輯出版部、1933年５月１日（62頁）
32） 復旦大学、上海大学、上海師院『魯迅年譜』編写組『魯迅年譜』下冊、安徽人民出
版社、1979.（533頁）
33） 注１）に同じ、（３頁）
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